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●はじめに　
南米初の夏季五輪とパラリンピ
ック（以下、五輪）を開催するブラジルのリオデジャネイロ（以下、リオ）は、岩のような山々が海近くまで迫った美しい景観や多くのビーチを有し、 「世界の三大美港」のひとつに数えられる国際的な観光地として有名 ある。またリオは、一九六〇年 ブラジリアへ遷都されるまで長きにわたりブラジルの首都として、政治経済だけでなく文化的にも発展 きた。これらリオ 「文化的景観」が評価され、二〇一二年 「山と海に囲まれたカリオカ （リオ市出身の人）の景観」としてユネスコの世界遺産に登録された。　
気候が温暖なリオでは、一年を
通してビーチや公園が クリエーションの場として活用できることもあり、娯楽や健康促進を目的と
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増設され、約一万人の警官がＵＰＰに従事している（リオ州政府サイト） 。　
ＵＰＰはその目的であるファヴ










があり、筆者は調査でリオに滞在した際、同五輪村を訪問した。二〇〇七年にリオ市で開催されたパンアメリカン競技大会を契機に、ガンボア地区を含む市内の貧困層居住区に五つの五輪村が設置され、その後、市内の別の地区 も増設されていった。 輪村の規模や活動の内容は各々異なり、大規模な五輪村では公立学校が併設されているところもある。筆者の訪問に対応してくれた市政府職員でガンボア五輪村のコーディネーターであるルシアーノ氏によると、市内に現在二二カ所の が存在する。　
ガンボアはリオ市の中心街に近
い港湾地域 位置し、貧困層が多く住む地区である。リオで最初に形成されたとされるファヴェーラ（プロビデンシア。 「フォトエッセイ」の最後にて、二本のロープウェイのうち運行 ていなかったところ）のすぐ近 にある（写真４） 。ガンボアを含む港湾 域は、五輪を契機に再開発が進められいるが、五輪決定前は港沿いで倉庫が多いことに加え高架橋の幹線道路が通っていたため通常でも人通りが少なく、特に夜は治安が悪
い地域であった。再開発に指定された港湾地域の一部でありライト・レールのＶＬＴ（本号所収の浜口稿・フォトエッセイ参照）も走行する予定であるが、ガンボア周辺では現在でも外国人や観光客の姿をみることはほとんどない。　
ガンボア五輪村では主に周辺住







市政府職員のコーディネーター Luciano Barro 氏
（筆者撮影）
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から障碍者 対象と たバリアフリー化について、今回のリオでの視察調査では、地下鉄の駅などでエレベーターの設置が進んでいる状況を理解できた（写真７） 。しかし、それ以外に障碍者を対象とした施策などをリオの街で目にすることはなかった。たとえば、リオの歩道は立方形に近い小さな石を敷き詰めたものがほとんど 、それがリオの街を象徴する景観となっているが、 のような歩道の表面は凹凸 多く、また、敷き詰めた石が抜けて穴 できているところもよくみかける。したがって、
写真 5　ガンボア五輪村でのバレーボールの練習（Luciano Barro 氏撮影）
写真 6　ガンボア五輪村でのバレエ教室（Luciano Barro 氏撮影）
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心を多く持ってはいない。同校の生徒たちのようにリオのファヴェーラに住んでいる子どもたちにとって、地球の反対側にある日本、そして、その象徴 あ 富士山はまさに遠くて遠い存在 ろ 。筆者は同写真展の開幕式を視察した。そこでは集まった一〇〇人ほどの生徒に対して、富士山だけでなく俳句などの日本の文化や歴史が紹介される一方、 校の生徒ちがブラジル ダンスを披露するなど、五輪を契機としたブラジルと日本双方の交流が行われた。ファヴェーラで生活する人々の状況や日々接する情報、そして、リオはサンパウロ と比べて日系人や駐在などの日本人が非常に少ないことを考えると、今回の学校内での富士山の写真展はカリオカである生徒たちにとって、自らの限られた生活空間から外に目を向け、社会をより広く捉える良い機会になったと考えられよう。●おわりに　
本稿では筆者による現地での調
査をもとに、リオ市政府の五輪村プロジェクトを中心 、五輪を前にしたリオにおけるスポーツなどによる社会的促進の状況を紹介し
た。五輪村は数量的に小規模なプロジェクトであり、最近のブラジルの政治経済的な混乱もあり、その効果は限定的かもしれない。しかし、リオにおける貧困層を主な対象と た社会的促進の試みは、五輪に出場するまでの選手の育成の土壌となってい 。たとえば、今回の 女子柔道ラファエラ・シルヴァ選手は、映画『シティ・オブ ゴッド』（二〇〇二年）の舞台となったファヴェーラの出身で、二〇一三年の世界選手権で優勝したこ もありリオ五輪でのメダル獲得が期待されている。　
五輪を目前にしたブラジルは政
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